
の
数
に
は
限
り
が
あ
り
、
災
害
の

状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
避
難
所

に
す
ぐ
に
配
布
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
食
料
品

や
日
用
品
、
車
の
燃
料
な
ど
が
品

薄
状
態
や
売
り
切
れ
に
な
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態

に
備
え
る
た
め
、
日
頃
か
ら
飲
食

料
品
は
常
に
３
日
分
程
度（
可
能

で
あ
れ
ば
１
週
間
分
程
度
）を
目

安
と
し
て
保
管
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
同
様
に
、車
の
燃
料
も
、「
少
な

く
な
っ
た
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
へ
行
く
」の
で
は
な
く
、い
つ
災

害
が
発
生
し
て
も
す
ぐ
に
は
困
ら

な
い
程
度
の
残
量
の
う
ち
に
給
油

す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
携
帯
用
ト
イ
レ
や
懐
中
電
灯
な

ど
の
日
用
品
も
忘
れ
ず
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
倒
木
に
よ
る
電
線
の
切
断
な
ど

で
停
電
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
、小

型
発
電
機
な
ど
、
電
力
会
社
の
電

気
以
外
に
も
い
ざ
と
い
う
と
き
に

使
え
る
電
気
の
備
え
が
あ
る
と
安

心
で
す
。

コ
ン
を
使
っ
て
災
害
発
生
の
危
険

度
の
高
ま
り
を
地
図
上
で
確
認
で

き
ま
す
。
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
で
は
、
災
害
の
危
険

が
迫
っ
た
時
に
避
難
指
示
な
ど
の

避
難
情
報
を
発
令
し
て
避
難
を
呼

び
掛
け
ま
す
。

▼
避
難
情
報
の
伝
達
手
段

・
緊
急
速
報
メ
ー
ル

・
桐
生
ふ
れ
あ
い
メ
ー
ル

・
防
災
ア
プ
リ（H

ハ

ザ

ー

ド

ン

A
ZA
RD
O
N

）

・
防
災
ラ
ジ
オ

・
防
災
行
政
無
線

・
広
報
車

・
Ｌ
ア
ラ
ー
ト（
テ
レ
ビ
の
デ
ー

　
タ
放
送
な
ど
）

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
自
治
組
織

・
自
主
防
災
組
織

洪水 浸水 土砂

▼キキクル（スマホ表示画面）

▼キキクル二次元コード

災
害
か
ら
わ
が
身
を
守
る

土
砂
災
害
・
洪
水
に

備
え
よ
う

　

こんにちは
市長です

②
気
象
・
避
難
情
報
な
ど

②
気
象
・
避
難
情
報
な
ど

　の
収
集

　の
収
集

　
台
風
や
豪
雨
が
予
想
さ
れ
る
時

は
、テ
レ
ビ（
デ
ー
タ
放
送
）や
ラ

ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
気
象
庁
が
公

開
し
て
い
る
キ
キ
ク
ル（
土
砂
災

害
・
浸
水
害
・
洪
水
の
危
険
度
分

布
）は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

備える備える

食べる食べる補充する補充する

防災特集

　
今
年
も
全
国
各
地
で
豪
雨
が
頻

発
し
て
い
ま
す
。
突
発
的
に
起
こ

る
地
震
と
違
い
、
大
雨
に
よ
る
洪

水
や
土
砂
災
害
は
、
天
気
予
報
や

気
象
庁
か
ら
の
情
報
、ま
た
、ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
確
認
す
る
こ

と
に
よ
り
、
個
人
で
も
あ
る
程
度

危
険
性
を
予
測
で
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
一
人
一
人
の
日
頃

の
備
え
や
情
報
収
集
、
適
切
な
避

難
行
動
に
よ
り
、
大
幅
に
人
的
被

害
を
軽
減
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
災
害
に
備
え
、
適
切
な
知
識
を

持
ち
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
防
災
・
危
機
管
理
課
防
災
・
危

機
管
理
担
当（
☎
46
１
１
５
１
）

①
家
庭
内
備
蓄
品
の
準
備

①
家
庭
内
備
蓄
品
の
準
備

　
非
常
持
ち
出
し
品
は
、
避
難
場

所
ま
で
の
距
離
な
ど
を
考
え
、
持

っ
て
避
難
で
き
る
だ
け
の
必
要
最

低
量
に
し
ま
し
ょ
う
。
市
も
食
料

な
ど
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、そ

期
日
・
期
間

期

Ｈ
Ｐ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｆ
Ａ
Ｘ
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

時
間

時

場
所

場

対
象
・
資
格

対

内
容

内

定
員
・
募
集
人
数

定

費
用

￥

持
ち
物

持

申
し
込
み

申

問
い
合
わ
せ

問
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伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と

き
は
、
無
理
に
避
難
場
所
ま
で
移

動
し
よ
う
と
せ
ず
、
自
宅
を
含
め

て
、
崖
や
沢
か
ら
少
し
で
も
離
れ

た
近
隣
の
建
物
の
上
階
に
待
避

（
垂
直
避
難
・
屋
内
安
全
確
保
）し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
冠
水
道
路
を
や
む
を
得

ず
移
動
す
る
場
合
に
は
、
棒
や
杖

な
ど
で
足
元
の
安
全
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　
降
雨
後

の
数
日
間

は
川
や
山

に
近
寄
ら

な
い
な
ど
、

適
切
な
行

動
を
と
る

こ
と
が
、

災
害
か
ら

わ
が
身
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
で
は
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ

る
前
で
あ
っ
て
も
、
皆
さ
ん
が
危

険
を
感
じ
た
場
合
に
、
自
主
的
に

避
難
で
き
る
体
制
を
左
表
の
と
お

り
整
え
て
い
ま
す
。

現
象 特徴 前ぶれ（予兆現象）

土
石
流

山腹や川底の石・土砂
が 時 速 20 ～ 40 キ ロ
メートルで一気に下流
へと押し流され、一瞬
のうちに人家や畑など
を壊滅させる。

・山鳴りがする
・急に川の水が濁り、流木が混じり始める
・腐った土の匂いがする
・雨が降り続いているのに川の水位が下
　がる
・立ち木が裂ける音や石がぶつかり合う
　音が聞こえる

地
す
べ
り

斜面の一部または全部
がゆっくりと斜面下方
に移動する。移動する
土塊の量が大きいため、
甚大な被害を及ぼす。

・地面がひび割れたり、陥没したりする
・崖や斜面から水が噴き出す
・井戸や沢の水が濁る
・地鳴りや山鳴りがする
・樹木が傾く
・亀裂や段差が発生する

崖
崩
れ

崩れ始めてから、崩れ
落ちるまでの時間がご
く短い。人家の近くで
起こると逃げ遅れる人
も多く、人命を奪うこ
との多い災害。

・崖にひび割れができる
・小石がパラパラと落ちてくる
・崖から水が湧き出る
・湧水が濁ったり、止まったりする
・地鳴りがする

避難情報発令前でも自主
的に避難できる避難場所

・昭和公民館
・南公民館 ※
・東公民館
・西公民館 ※
・北公民館
・境野公民館 ※
・桜木公民館 ※
・広沢公民館 ※
・梅田南小学校体育館 ※
・相生公民館 ※
・川内長寿センター ※
・菱公民館 ※
・桜木西公民館 ※
・新里支所 ※
・黒保根支所 ※

▼土砂災害の予兆現象

　

こんにちは
市長です

　
７
月
に
市
内
各
所
を
襲
っ
た
集

中
豪
雨
で
は
、
多
く
の
家
で
浸
水

被
害
な
ど
が
発
生
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
は
改
め
ま
し
て
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
続
き

ま
す
。
も
う
し
ば
ら
く
の
間
は
、

テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
気
象
情
報
や

市
が
発
信
す
る
防
災
情
報
な
ど
に

十
分
に
注
意
し
、
早
め
の
避
難
行

動
を
心
掛
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
熊
本
で
は
、
同
じ
７
月
に
最
大

震
度
７
の
大
地
震
が
発
生
し
、
今

も
な
お
多
く
の
方
々
が
過
酷
な
避

難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
地
震
は
い
つ
ど

こ
で
起
き
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
皆
さ
ま
も
、
家
庭
で
の
備
蓄
や

い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難
行
動
の

手
順
の
確
認
な
ど
、
日
頃
か
ら
で

き
る
限
り
の
備
え
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
桐
生
市
長
　
荒
木
　
恵
司

日
頃
か
ら
、
で
き
る
限
り

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

※業務時間外は施設が閉まっ
　ているので、自主避難をす
　る際は、防災・危機管理課
　（☎ 46‐ 1151）までご連
　絡をお願いします。

③
地
域
の
危
険
箇
所
や

　

③
地
域
の
危
険
箇
所
や

　

　避
難
所
、
避
難
経
路

　

　避
難
所
、
避
難
経
路

　

　の
確
認

　の
確
認

　
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
危

険
箇
所
や
避
難
所
、
避
難
経
路
を

実
際
に
歩
い
て
安
全
に
避
難
が
行

え
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
土
砂

災
害
や
洪
水
で
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
は
「
早
め
の
避
難
」
が
と

て
も
重
要
で
す
。

　
自
宅
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確

認
し
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
浸

水
想
定
区
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

そ
れ
ら
の
区
域
の
外
に
あ
る
避
難

所
や
親
戚・友
人
宅
、ホ
テ
ル
な
ど

安
全
な
場
所
へ
移
動
す
る
立
ち
退

き
避
難（
水
平
避
難
）を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。ま
た
、そ
れ
ら
の
区
域
で

は
な
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
人

は
、
避
難
所
へ
行
く
よ
り
自
宅
に

と
ど
ま
る（
在
宅
避
難
）方
が
安
全

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
災
害
が
切
迫
し
て
い
る
、も
し

く
は
、
既
に
災
害
が
発
生
し
て
い

る
場
合
や
夜
間
は
移
動
に
危
険
が

落石の様子落石の様子

避難行動要支援者名簿への
登録を

　大きな災害が起こった時に備え、自力
で避難することが難しい人を地域で助け
合う体制づくりを進めています。不安の
ある人は、避難行動要支援者名簿への登
録を申請してください。
対在宅で自力避難が困難であり、次のい
ずれかに該当する人
①介護保険の認定区分が要介護度３・
　４・５
②身体障害者手帳１級・２級
③療育手帳Ａ判定
④その他援助が必要な理由がある場合
申登録を希望する人は、地域福祉課（☎
44‐ 8239）に相談してください。
※名簿に登録することで優先的に避難支
　援が受けられるわけではありません。

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu N

ew
s

特
集

33 ☎桐生市の市外局番は0277☎桐生市の市外局番は0277


